
障
害
者
福
祉
の
充
実
を 

【
問
】
①
都
営
住
宅
建
て
替
え
に
伴

う
余
剰
地
の
社
会
福
祉
法
人
へ
の
無

償
貸
付
を
、
都
に
求
め
て
は
ど
う
か
。 

②
通
所
施
設
等
の
新
設
や
老
朽
施
設

の
建
て
替
え
の
財
源
確
保
の
た
め
、

基
金
を
新
設
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

③
成
人
病
や
緑
内
障
の
検
診
・
治
療

等
を
行
う
こ
と
で
、
障
害
者
数
を
減

少
で
き
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

【
福
祉
】
①
都
か
ら
は
、
要
綱
で
有

償
貸
付
と
定
め
て
お
り
、
要
望
に
は

沿
え
な
い
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。 

②
現
在
の
地
域
福
祉
振
興
基
金
の
活

道
路
特
定
財
源
の
暫
定
税
率
が
廃
止

さ
れ
た
場
合
の
影
響
は
ど
う
か 

【
問
】
道
路
特
定
財
源
の
暫
定
税
率

が
廃
止
さ
れ
た
場
合
、
竹
ノ
塚
連
続

立
体
交
差
事
業
に
ど
の
よ
う
な
影
響

が
で
る
の
か
。 

【
政
策
経
営
】
事
業
費
500
億
円
ベ
ー

ス
で
試
算
す
る
と
、
区
負
担
が
約
160

億
円
と
な
り
、
53
億
円
の
負
担
増
に

な
る
。
平
成
23
年
度
の
事
業
着
手
が

大
幅
に
遅
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

　
ま
た
、
鉄
道
高
架
化
に
よ
る
周
辺

ま
ち
づ
く
り
は
、
総
額
を
仮
に
100
億

円
と
し
た
場
合
は
、
概
ね
20
億
円
余

の
負
担
増
と
想
定
し
て
い
る
。 

公
共
施
設
再
配
置
計
画
を
区
民
に
理

解
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る 

【
問
】
公
共
施
設
再
配
置
計
画
を
広

く
区
民
に
周
知
し
、
理
解
を
求
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

【
資
産
管
理
】
町
会
、
住
区
セ
ン
タ
ー

連
絡
協
議
会
や
青
少
年
委
員
等
の
各

団
体
に
説
明
を
開
始
し
た
。
今
後
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行
い
、
区

民
の
理
解
を
深
め
て
い
き
た
い
。 

舎
人
公
園
が
子
ど
も
の
楽
し
め
る
場

所
に
な
る
よ
う
都
に
要
望
す
べ
き
だ 

【
問
】
日
暮
里
・
舎
人
ラ
イ
ナ
ー
の

開
業
と
同
時
に
、
舎
人
公
園
Ｂ
地
区

北
側
が
オ
ー
プ
ン
す
る
。
子
ど
も
た

ち
が
幅
広
く
楽
し
め
る
場
所
に
な
る

よ
う
都
に
働
き
か
け
る
べ
き
と
思
う

が
ど
う
か
。 

【
土
木
】
今
回
、
盛
土
部
分
を
利
用

し
て
開
設
さ
れ
る
ソ
リ
ゲ
レ
ン
デ
は
、

都
立
公
園
で
最
大
規
模
と
聞
い
て
お

り
、
魅
力
的
な
施
設
に
な
る
も
の
と

期
待
し
て
い
る
。 

舎
人
公
園
を
桜
の
名
所
に
し
た
い 

【
問
】
足
立
区
の
木
は
「
桜
」
で
あ

り
、
舎
人
公
園
を
桜
の
名
所
に
加
え

た
い
。
区
内
の
桜
の
本
数
が
他
自
治

体
に
負
け
な
い
ほ
ど
に
な
れ
ば
話
題

に
な
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

　
ま
た
、
４
月
の
日
暮
里
・
舎
人
ラ

イ
ナ
ー
開
業
イ
ベ
ン
ト
は
、
舎
人
公

園
を
利
用
し
た
大
規
模
な
も
の
と
聞

く
。
恒
久
的
な
舎
人
公
園
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
定
着
さ
せ
て
は
ど
う
か
。 

【
土
木
】
舎
人
公
園
は
、
１
千
本
余

り
の
桜
が
植
樹
さ
れ
、
上
野
公
園
に

も
匹
敵
す
る
。
今
後
、
都
で
は
こ
の

「
千
本
桜
」
を
Ｐ
Ｒ
し
、
集
客
に
結

び
付
け
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

　
な
お
、
観
光
交
流
協
会
で
は
、
３

月
上
旬
に
区
内
18
箇
所
の
桜
の
名
所

が
載
っ
た
「
あ
だ
ち
さ
く
ら
ま
っ
ぷ
」

を
発
行
す
る
予
定
で
あ
る
。 

　
ま
た
、
舎
人
公
園
を
活
用
し
た
継

続
的
な
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
公

園
や
桜
の
整
備
状
況
等
も
見
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
。 

障
害
者
の
雇
用
拡
大
が
必
要
だ 

【
問
】
障
害
者
の
雇
用
に
関
し
て
、

中
小
企
業
の
多
い
当
区
の
現
状
は
ど

う
か
。 

　
ま
た
、
区
内
企
業
と
障
害
者
を
結

び
付
け
る
役
割
が
重
要
と
思
う
が
、

区
と
し
て
の
方
針
は
ど
う
か
。 

【
福
祉
】
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
足
立
に
よ

れ
ば
、
管
内
の
障
害
者
雇
用
率
は
1.93

％
で
、
法
定
雇
用
率
1.8
％
を
上
回
っ

て
い
る
。 

　
今
後
と
も
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
足
立

や
就
労
支
援
施
設
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
区
内
企
業
へ
の
委
託
訓
練
を

行
う
と
と
も
に
、
新
規
就
労
先
の
開

拓
等
の
た
め
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
増
員
し
、
障
害
者
の
区
内
企
業
へ

の
就
労
を
拡
大
し
て
い
く
。 

後
期
高
齢
者
医
療
を
区
民
が
理
解
で

き
る
よ
う
努
力
す
べ
き
だ 

【
問
】
後
期
高
齢
者
医
療
の
「
特
別

徴
収
開
始
の
お
知
ら
せ
」
は
、
保
険

料
を
明
示
し
て
い
な
い
た
め
、
不
安

を
掻
き
立
て
る
だ
け
で
は
な
い
か
。 

　
ま
た
、
町
会
・
自
治
会
等
を
通
じ

て
理
解
に
努
め
る
べ
き
で
あ
り
、
保

険
料
決
定
の
通
知
も
、
わ
か
り
や
す

い
説
明
に
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。 

【
福
祉
】
保
険
料
額
の
決
定
後
の
お

知
ら
せ
で
は
、
４
月
の
年
金
支
給
日

直
前
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
特
別

徴
収
の
該
当
者
に
、
制
度
の
案
内
を

差
し
上
げ
て
い
る
。 

　
そ
の
際
、
保
険
料
の
問
い
合
わ
せ

に
対
し
て
は
、
個
人
の
状
況
を
伺
い

仮
計
算
額
を
お
知
ら
せ
し
て
い
る
。 

　
ま
た
、
説
明
会
は
、
各
地
域
等
で

積
極
的
に
開
催
し
て
い
る
。
今
後
も
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
説
明
会
を
開

催
し
、
保
険
料
に
つ
い
て
わ
か
り
や

す
い
説
明
を
行
っ
て
い
く
。 

若
者
へ
の
保
健
指
導
が
重
要
だ 

【
問
】
20
代
、
30
代
の
生
活
習
慣
病

対
策
が
重
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

　
ま
た
、
当
区
に
多
い
糖
尿
病
へ
の

取
り
組
み
が
課
題
と
思
う
が
ど
う
か
。 

【
衛
生
】
40
歳
未
満
の
健
診
事
業
は
、

新
た
に
始
ま
る
特
定
健
診
・
特
定
保

健
指
導
の
実
施
体
制
の
進
捗
状
況
に

あ
わ
せ
て
、
健
康
増
進
事
業
と
し
て

検
討
し
て
い
く
。 

　
ま
た
、
糖
尿
病
予
防
対
策
は
、
足

立
区
医
師
会
、
歯
科
医
師
会
、
薬
剤

師
会
等
の
関
係
機
関
と
行
政
で
組
織

す
る
足
立
区
糖
尿
病
対
策
推
進
協
議

会
で
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。 

各
家
庭
で
省
エ
ネ
の
取
り
組
み
を 

【
問
】
各
家
庭
で
、
電
気
、
ガ
ス
等

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
節
約
を
喚
起
す
る
に

は
、
節
約
効
果
を
具
体
的
数
値
で
示

す
等
、
わ
か
り
や
す
く
す
る
必
要
が

あ
る
。
効
果
的
な
省
エ
ネ
の
方
法
に

は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。 

　
ま
た
、
区
長
自
身
の
環
境
へ
の
取

り
組
み
を
区
民
に
公
表
す
る
等
、
Ｐ

Ｒ
方
法
を
工
夫
し
て
は
ど
う
か
。 

【
区
長
】
第
二
次
環
境
基
本
計
画
の

中
で
、
CＯ2
と
ご
み
の
削
減
量
の
数
値

目
標
等
を
盛
り
込
む
ほ
か
、
環
境
家

計
簿
や
様
々
な
広
告
媒
体
を
通
じ
て
、

具
体
的
な
行
動
で
削
減
で
き
る
CＯ2
や

ご
み
の
量
を
示
し
て
い
く
。 

　
ま
た
、
私
自
身
が
実
践
し
て
い
る

「
電
気
を
小
ま
め
に
切
る
」「
マ
イ
箸

や
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
ち
歩
く
」「
環

境
家
計
簿
に
登
録
す
る
」
等
に
つ
い

て
、
普
及
啓
発
に
努
め
て
い
き
た
い
。 

介
護
予
防
に
は
高
齢
者
の
生
き
が
い

づ
く
り
が
必
要
だ 

【
問
】
介
護
予
防
に
は
、
元
気
に
過

ご
せ
る
こ
と
が
幸
せ
と
い
う
認
識
を

高
齢
者
自
身
が
も
つ
必
要
が
あ
る
。 

　
そ
れ
に
は
、
高
齢
者
が
生
き
が
い

を
も
っ
て
生
活
で
き
る
こ
と
が
、
何

よ
り
も
大
切
と
思
う
が
ど
う
か
。 

【
福
祉
】
現
在
、
介
護
予
防
交
流
会

を
実
施
し
た
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の

助
成
を
行
っ
て
い
る
。 

　
ま
た
、
平
成
20
年
度
は
、
第
４
期

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
の
見
直
し
に

あ
た
る
の
で
、
新
た
に
社
会
参
加
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。 


